
　
日 立 市 は 、 Ｊ Ｒ 大 甕 駅 の 近 く に テ レ ワ ー ク 拠 点

を 整 備 す る に 当 た り 、 民 間 の ノ ウ ハ ウ を 活 用 す るた め 、 プ ロ ポ ー ザ ル に よ り 事 業 者 を 募 集 。 こ の ほど Ｃ Ａ Ｎ Ｖ Ａ Ｓ 合 同 会 社 （ 日 立 市 ） を 提 案 採 用 者に 決 定 し た 。

2 2年 ４ 月 の 供 用 開 始 を 目 指 し て 、 ３

月 末 ま で に 既 存 施 設 の 改 修 な ど を 行 う 見 通 し だ 。

整 備 面 積 が 約 ２ ８ ３ ・ ０ ４㎡ （ １ 階  ：  １ ５ ０  ・  ４ ４ ㎡ 、２ 階 ： １ ３ ２ ・ ６ ㎡ ）  。　
今 後 は ◇ 施 設 全 体 の 設 計

お よ び 施 工 管 理 ◇ 施 設 整 備に 必 要 と な る 改 修 ◇ オ フ ィス 施 設 配 置 に 合 わ せ た パ ーテ ー シ ョ ン お よ び 机 、 テ ーブ ル 等 の 調 達 、 搬 入 ◇ 施 設設 置 に 伴 う 電 気 、 給 排 水 、通 信 機 器 の 改 修 、 調 達 等 の基 幹 系 工 事

－ な ど を 実 施 。

づ く 土 地 取 引 規 制 に 係 る 基準 価 格 等 の 算 定 基 礎 と し て活 用 さ れ て い る 。　
工 業 地 で 地 価 の 上 昇 が 見

ら れ た 地 点 で は 、 １ 位 は つく ば 市 東 光 台 ５ 丁 目 ２ 番 ３外 （ 前 年

1 1位 ） で 、  ４  ・  ５ ％

上 昇 し た 。 基 準 価 格 は ２ 万５ ８ ０ ０ 円 。 ２ 位 は つ く ばみ ら い 市 絹 の 台 ４ 丁 目 ２ 番２ で ４ ・ ４ ％ 上 昇 。 基 準 価格 は ４ 万 ９ ５ ０ ０ 円 。 こ のほ か 守 谷 市 百 合 ケ 丘 １ 丁 目字 並 木 ２ ３ ９ ９ 番 １ 外 、 牛久 市 桂 町 ２ ２ ０ ０ 番 ２ 、 五霞 町 大 字 元 栗 橋 字 観 音 下 ４０ ３ 番 ８ 外 な ど が 上 位 と

　
業 務 名 は  「  （ 仮 ）  マ イ ク ロ  ・

ク リ エ イ シ ョ ン ・ オ フ ィ ス大 み か 事 業 」  。 同 事 業 は 首都 圏 か ら の 移 住 促 進 を 加 速さ せ る と と も に 、 市 内 外 企業 の 従 業 員 や 個 人 事 業 者 など が リ モ ー ト ワ ー ク を し なが ら 交 流 を 深 め る こ と が でき る 環 境 整 備 を 目 的 と し てい る 。　
整 備 場 所 は 大 み か 町 １

－

５

－ ５  （ 旧 志 ん や ビ ル ）  で 、

　
県 は ７ 月 １ 日 時 点 に お け

る 地 価 調 査 の 結 果 を 公 表 した 。 用 途 別 の 変 動 率 で は 工業 地 は プ ラ ス ０ ・ ３ ％ で ６年 連 続 上 昇 。 平 均 価 格 は ２万 ７ ０ ０ 円 。 住 宅 地 と 商 業地 の 平 均 変 動 率 は １ ９ ９ ２年 か ら

3 0年 連 続 の 下 落 と

な っ た が 、 昨 年 と 比 べ る と下 落 率 は 縮 小 し 、 ２ ～ ３ 年前 と 同 程 度 と な っ た 。　
県 全 体 の 基 準 地 （ 調 査 地

点 ） 数 は 昨 年 と 同 じ ５ ４ ０地 点 。 公 表 さ れ た 価 格 は 一般 土 地 取 引 価 格 の 指 標 と なる ほ か 、 公 共 用 地 取 得 価 格お よ び 国 土 利 用 計 画 法 に 基

　
整 備 後 は ◇ 「 ひ た ち テ レ

ワ ー ク 移 住 促 進 協 議 会 」 と連 携 し た 施 設 の Ｐ Ｒ お よ び施 設 利 用 者 の 募 集 ◇ カ フ ェ　
常 陸 太 田 市 は 、 下 平 橋 の

長 寿 命 化 を 図 る た め 、 補 修工 事 を 計 画 し て い る 。 本 年度 は 設 計 に 取 り 掛 か り 、 順調 に 進 め ば ２ ０ ２ ３ 年 度 に工 事 を 行 う 。 設 計 業 務 の 委託 に 係 る 指 名 競 争 入 札 は 、９ 月

2 9日 に 執 行 す る 予 定 。

工 事 内 容 な ど 、 詳 細 に つ いて は 設 計 の 中 で 詰 め て いく 。　
和 田 町 地 内 の 下 平 橋 は 、

１ ９ ６ ４ 年 に 完 成 。 橋 長

7 7

ｍ 、 幅 員 ３ ｍ で 、 山 田 川 に　
助 川 電 気 工 業 ㈱ （ 本 社 ：

高 萩 市 ） は 、 県 の 実 施 す る県 北 ニ ュ ー ツ ー リ ズ ム 推 進事 業 に 対 し て 、 常 陽 銀 行 の寄 贈 サ ー ビ ス 付 私 募 債 を 活用 し た 寄 付 を 行 っ た 。 贈 呈式 は

1 7日 、 県 庁 副 知 事 応 接

室 で 開 催 。 小 瀧 理 代 表 取 締役 社 長 （

写 真 左

） が 県 の 小

善 真 司 副 知 事 （

写 真 中 央

）

に 目 録 を 手 渡 し た 。　
同 社 は 県 北 ニ ュ ー ツ ー リ

ズ ム 推 進 事 業 に 役 立 て て もら う た め 、 県 に

8 0万 円 相 当

の 寄 付 物 品 （ 茨 城 ロ ン グ トな っ た 。　
地 価 上 位 は つ く ば み ら い

市 絹 の 台 ４ 丁 目 ２ 番 ２ が １位 を 維 持 。 ２ 位 は 守 谷 市 百合 ケ 丘 １ 丁 目 字 並 木 ２ ３ ９９ 番 １ 外 で ４ 万 ５ ２ ０ ０円 。 首 都 圏 に 近 い 県 南 お よび 県 西 地 区 の イ ン タ ー チ ェン ジ に 近 い 工 業 地 域 で は 流通 業 務 用 地 の 需 要 が 依 然 とし て 高 く 、 県 平 均 で は 引 き続 き 上 昇 と な っ た 。　
商 業 地 の 平 均 変 動 率 は 前

年 か ら ０ ・ ２ ％ 下 落 。 平 均価 格 は ６ 万 ５ ４ ０ ０ 円 。 地価 の 上 昇 が 見 ら れ た 地 点は 、 つ く ば 市 研 究 学 園 ５ 丁

業 、 住 民 、 学 生 等 と 連 携 した イ ベ ン ト

－ な ど の 業 務 を

行 っ て い く 。　
な お 補 助 額 （ 上 限 ） は 、

工 事 費 が ２ ７ ０ ０ 万 円 、 備品 購 入 費 が ３ ０ ０ 万 円 。 設計 お よ び 施 工 管 理 費 に つ いて は 、 全 額 事 業 者 負 担 と なる 。事 を 発 注 し た い 考 え 。　
映 像 配 信 設 備 に つ い て

は 、 委 員 会 室 に カ メ ラ ２ 基ほ ど を 設 置 す る 。 ま た 、 モニ タ ー １ 基 な ど を 新 た に 配置 す る 。 劣 化 や 鉄 筋 の 露 出 な ど を 確認 し 、 長 寿 命 化 に 必 要 な 工事 を 実 施 す る 考 え だ 。　
な お 設 計 業 務 の 予 定 価 格

は 、 税 抜 き ８ ６ ７ 万 円 。 履行 期 間 は １ ５ ０ 日 間 に 設 定し て い る 。ろ な 場 で 活 用 さ せ て い た だき ま す 」 と 謝 辞 を 述 べ た 。　
な お 寄 贈 サ ー ビ ス 付 私 募

債 「 社 会 貢 献 応 援 債 」 は 、常 陽 銀 行 が 私 募 債 発 行 企 業か ら 受 け 取 る 発 行 金 額 の 一　
湖 北 環 境 衛 生 組 合 は ２ ０

２ ２ ・

2 3年 度 物 品 納 入 ・ 役

務 の 提 供 等 の 入 札 参 加 資 格申 請 の 受 付 を 開 始 す る 。 受付 期 間 は

1 0月

1 2日 ～

1 1月

1 2

日 。 有 効 期 間 は

2 2年 ４ 月 １

日 か ら

2 4年 ３ 月

3 1日 ま で 。

れ た 地 点 の １ 位 は 、 つ く ば市 研 究 学 園 ４ 丁 目

1 3番 ７

（ 前 年

1 6位 ）  。  対 前 年 ４  ・  ５ ％

上 昇 し 、 標 準 価 格 は

1 1万 ５

０ ０ ０ 円 。 こ の ほ か 、 つ くば 市 研 究 学 園 ２ 丁 目 ６ 番８ 、 つ く ば み ら い 市 紫 峰 ヶ丘 ２ 丁 目

1 4番 ６ な ど が 上 位

と な っ た 。　
地 価 上 位 を 見 る と 、 １ 位

は つ く ば 市 吾 妻 １ 丁 目

1 6番

2 4で

1 8万 円 。 こ れ で ７ 年 連

続 の １ 位 。 ２ 位 は つ く ば 市竹 園 ３ 丁 目

1 6番

4 1、 ３ 位 は

守 谷 市 中 央 ２ 丁 目

1 3番

1 6。

　
県 地 域 振 興 課 は 、 今 回 の

調 査 結 果 に つ い て 「 昨 年 やや 弱 含 み と な っ て い た 地 価の 下 落 率 が 縮 小 し 回 復 傾 向に あ る が 、 新 型 コ ロ ナ の 地価 に 与 え る 影 響 に つ い ては 、 引 き 続 き 注 視 が 必 要 であ る 」 と ま と め て い る 。

ス ペ ー ス の 運 営 ◇ Ｓ Ｎ Ｓ 等を 利 用 し た 施 設 の Ｐ Ｒ ◇ 起業 や 移 住 を 促 す た め の イ ベン ト や セ ミ ナ ー ◇ 地 域 の 企　
結 城 市 は 、 議 会 フ ロ ア の

映 像 配 信 設 備 等 の 設 置 工 事を 実 施 す る 。 ９ 月 補 正 予 算に は 、 工 事 費 と し て ３ ７ ８万 ３ ０ ０ ０ 円 を 計 上 し て いる 。 早 け れ ば

1 0月 中 に も 工

架 か る 。 全 体 的 に 老 朽 化 が進 ん で い る た め 、 ま ず は 調査 を 実 施 。 コ ン ク リ ー ト のレ イ ル の ロ ゴ を プ リ ン ト した ク リ ア ボ ト ル ） を 贈 呈 。寄 付 に 対 し て は 、 県 か ら 感謝 状 が 贈 ら れ た 。　
小 瀧 社 長 は 「 今 回 事 業 資

金 を 調 達 す る に 当 た っ て 、社 会 貢 献 応 援 債 を 紹 介 い ただ き 、 県 北 の 振 興 策 で あ る茨 城 ロ ン グ ト レ イ ル に 少 しで も 貢 献 し た い と い う 思 いで 、 グ ッ ズ を 寄 贈 さ せ て いた だ い た 。 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 一 環と し て 、 県 北 振 興 の き っ かけ に な れ ば 」 と コ メ ン ト 。　
小 善 副 知 事 は 「 こ れ か ら

ロ ン グ ト レ イ ル な ど 県 北 の振 興 を 進 め て い く 中 で 、 今回 い た だ い た 品 を 、 い ろ い目

1 2番 ４ 外 「 研 究 学 園 ５

－

1 2

－

４ 」 が １ 位 を キ ー プ 。

対 前 年 で ４ ・ ７ ％ 上 昇 し 、標 準 価 格 は

2 4万 ３ ０ ０ ０ 円

と な っ た 。 ２ 位 は つ く ば 市研 究 学 園 １ 丁 目 ２ 番 ３ 外 、３ 位 は つ く ば 市 吾 妻 １ 丁 目
1 4番 ２ 外 が ラ ン ク イ ン 。 ４

位 は 守 谷 市 中 央 １ 丁 目

2 3番

９ 、 ５ 位 は つ く ば み ら い 市紫 峰 ヶ 丘 １ 丁 目

1 7番 ３ だ っ

た 。　
地 価 上 位 の １ 位 は つ く ば

市 吾 妻 １ 丁 目

1 4番 ２ 外 で

2 5

万 ４ ０ ０ ０ 円 。 ３ 位 の 水 戸市 宮 町 １ 丁 目 １ ０ ７ 番 ６ 外「 宮 町 １

－

７

－

2 0」 は

2 0万

８ ０ ０ ０ 円 で 前 年 同 様 ３ 位と な っ た 。　
住 宅 地 に つ い て は 、 前 年

か ら ０ ・ ５ ％ 下 落 し 、 平 均価 格 は ３ 万 ２ ４ ０ ０ 円 とな っ た 。 地 価 の 上 昇 が 見 ら

　
傍 聴 ロ ビ ー な ど の モ ニ

タ ー と 、 議 会 フ ロ ア 、 委 員会 室 の カ メ ラ を 配 線 で 繋 ぐこ と に よ り 、 会 議 中 の 映 像を 配 信 で き る よ う 整 備 を 進め る 。　
委 員 会 室 は 、 配 信 設 備 が

整 っ て い な い た め 、 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 とし て 配 信 設 備 を 整 え る 。 　
桜 川 市 は 、 大 和 中 央 公 民

館 （ 羽 田 １ ０ ２ ８

－ １ ） の

消 火 栓 ポ ン プ 更 新 工 事 を 実施 す る 。 早 け れ ば

1 0月 中 に

も 、 指 名 競 争 入 札 で 発 注 した い 考 え 。 ９ 月 補 正 予 算 では 、 工 事 費 と し て １ ８ ７ 万円 を 計 上 し た 。　
更 新 を 行 う 消 火 栓 ポ ン プ

は １ 基 を 予 定 し て い る 。　
建 物 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建

て 、 延 べ 面 積 １ ５ ８ ５ ㎡ 。１ ９ ８ １ 年 に 建 て ら れ た 。部 （ ０ ・ ２ ％ 相 当 ） を 、 学校 や 地 方 公 共 団 体 に 寄 付 ・寄 贈 す る サ ー ビ ス が 付 い た私 募 債 。 贈 呈 式 に は 日 立 支店 の 清 水 勉 支 店 長  （

写 真 右

）

ら も 出 席 し た 。　
書 類 の 提 出 は 書 留 郵 便

（ 簡 易 書 留 ま た は 一 般 書 留 ）の み 受 け 付 け る 。  普 通 郵 便 、宅 急 便 、 レ タ ー パ ッ ク 等 は不 可 。　
書 類 提 出 先 は 同 組 合

（ 〒 ３ １ ５

－

０ ０ ２ ３ 、 石

岡 市 東 府 中

2 5番 １ 号 ）  ま で 。

　
㈱ Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ は 、 ユ ニ ッ

ト バ ス ル ー ム の メ ー カ ー 希望 小 売 価 格 を

1 2月 １ 日 よ り

改 定 す る 。 改 定 率 は ２ ～
2 7％ 程 度 。

　
同 社 で は 原 材 料 価 格 の 高

騰 が 続 く 中 、 生 産 性 の 向 上や 合 理 化 に よ る コ ス ト ダ ウン な ど を 行 い 、 製 品 原 価 の上 昇 を 抑 制 し て き た 。　
し か し 、 原 材 料 価 格 は 依

然 上 昇 を 続 け て お り 、 企 業努 力 の み の 対 応 が 困 難 な ため 価 格 の 改 定 に 踏 み 切 る こと と し た 。　
商 品 別 の 価 格 改 定 一 覧 は

同 社 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 して い る 。

　

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 3 年 度 栄 誉 あ る 優 良 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

茨 城 県 大 子 工 務 所 長 受 賞

　 こ の た び 、 「 令 和 3  年 度 優 良 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰 」 を 受 賞 さ れ た 7  名 の 皆 さ ま 、 ご 受 賞 誠 に

お め で と う ご ざ い ま す 。

　 こ の 表 彰 は 、 令 和 2  年 度 に 完 成 し ま し た 発 注 金 額 5 0 0  万 円 以 上 の 建 設 工 事 1 0 2  件 の 中 か ら 、 特 に

優 れ た 成 績 を あ げ 高 い 評 価 を 得 ら れ た 5  名 の 技 術 者 の 方 々 に 表 彰 状 を 、 道 路 の 良 好 な 維 持 管 理 に ご

尽 力 さ れ た 現 場 代 理 人 2  名 の 方 々 に 感 謝 状 を 贈 呈 し 、 そ の 栄 誉 を た た え る 次 第 で ご ざ い ま す 。

　 受 賞 者 の 皆 さ ま は 、 工 事 に お い て 卓 越 し た 技 術 力 や 創 意 工 夫 、 ま た 、 困 難 な 条 件 を 克 服 し て 工 事

を 進 め て い た だ い た 方 々 で あ り 、 他 の 模 範 と な る も の で ご ざ い ま す 。

　 こ れ か ら も さ ら な る 技 術 の 研 さ ん に 精 進 さ れ 、 ご 活 躍 と ご 健 勝 を 心 か ら ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 大 子 工 務 所

所 長 　 山 田 　 道 雄

■ 大 子 工 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 3 1 国 補 地 道 第 3 1 － 0 3 － 7 9 4 － 0 － 0 0 6 号 橋 梁 下 部 工 事
（ 南 田 気 跨 線 橋 ）（ Ａ 1 橋 台 ）

代 表 取 締 役  益 　 子 　 俊 　 文

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 齋 　 藤 　 嘉 　 直

〒 3 1 9 － 3 5 4 2 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 初 原  5 4 3

T E L 0 2 9 5 － 7 8 － 0 1 2 3

F A X 0 2 9 5 － 7 8 － 0 8 8 8

㈲ 益 子 工 務 店
総 合 建 設 業

■ 大 子 工 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］3 1 国 補 河 改 第 3 1 － 0 5 － 2 1 1 － 0 － 0 0 3 号 河 川 護 岸 整 備 工
事 （ そ の 5 ）

代 表 取 締 役  吉 　 原 　 則 　 夫

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 鈴 　 木 　 政 　 貴

〒 3 1 9 － 3 5 5 2 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 矢 田  4 9 6

T E L 0 2 9 5 － 7 2 － 0 9 6 1

F A X 0 2 9 5 － 7 2 － 2 3 5 0

■ 大 子 工 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 3 0 国 補 地 道 第 3 0 － 0 3 － 7 9 4 － 0 － 0 0 6 号 橋 梁 下 部 工 事
（ 北 田 気 大 橋 ）（ Ｐ 1 橋 脚 ）

代 表 取 締 役  藤 　 田 　 　 　 強

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 佐 　 手 　 信 　 義

〒 3 1 9 － 3 5 5 1 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 池 田  2 8 0 4

T E L 0 2 9 5 － 7 2 － 0 3 6 5

F A X 0 2 9 5 － 7 2 － 0 9 7 1

株 式 会 社  藤 田 工 務 店

■ 大 子 工 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 県 単 道 修 第 0 2 － 5 4 － 3 0 1 － 0 － 0 0 2 号 外 3 本 合 併 道 路
維 持 修 繕 工 事

代 表 取 締 役  大 　 藤 　 博 　 文

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 圓 　 谷 　 祐 　 輝

〒 3 1 9 － 3 5 1 2 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 小 生 瀬  4 0 5 3 － 2

T E L 0 2 9 5 － 7 6 － 0 0 0 7

F A X 0 2 9 5 － 7 6 － 0 1 6 1

株 式 会 社  大 藤 組

■ 大 子 工 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 県 単 道 修 第 0 2 － 5 4 － 3 0 1 － 0 － 0 0 1 号 外 3 本 合 併 道 路
維 持 修 繕 工 事

代 表 取 締 役  柳 　 瀬 　 香 　 織

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人 柳 　 瀬 　 泰 　 志

〒 3 1 9 － 3 5 2 6 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 子  1 8 3 5 － 2

T E L 0 2 9 5 － 7 2 － 2 6 0 8

F A X 0 2 9 5 － 7 2 － 4 1 7 5

海 老 根 建 設 株 式 会 社
土 木 ・ 法 面 保 護 工 ・ 舗 装 工 ・ 解 体 工 ・ 設 計 施 工

■ 大 子 工 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］0 2 県 単 道 修 第 0 2 － 5 4 － 3 0 2 － 0 － 0 0 1 号 外 3 本 合 併 道 路
維 持 修 繕 工 事

代 表 取 締 役  吉 　 原 　 則 　 夫

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人 飯 　 岡 　 修 　 一

〒 3 1 9 － 3 5 5 2 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 矢 田  4 9 6

T E L 0 2 9 5 － 7 2 － 0 9 6 1

F A X 0 2 9 5 － 7 2 － 2 3 5 0

ロ ン グト レ イ ル

 県 北 の 振 興 に 貢 献

大 甕 に テ レ ワ ー ク 拠 点大 甕 に テ レ ワ ー ク 拠 点日 立 市

３ 月

ま
　

　
で に 施 設 改 修

設 計 入 り

2 3年 度 補 修

下 平 橋 を 長 寿 命 化

常 陸 太 田 市

議 会 の 映 像 配 信 設 備

な
　

　
ど

1 0月

1 2日 か ら 受 付 開 始

1 0月 中

に
　

　
も 工 事 発 注

物 品 等 の 参 加 申 請

結 城 市

湖 北 衛 生 組 合

消 火 栓 ポ ン プ を
1 0月 に 指 名 競 争

《 桜 川 市 》

8 0 万 円 相 当 の 物 品 贈 呈
助 川 電 気 工 業 ㈱ ／ 県 に 寄 付

地 価 調 査

 住 宅 地 と 商 業 地 は 下 落

工 業 地 は ６ 年 連 続 上 昇

県 が 結 果 公 表

ユ ニ ッ ト バ ス の小 売 価 格 を 改 定

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ

（ 8 ）2 0 2 1  年 （ 令 和 ３ 年 ）9  月  2 5  日 　 土 曜 日


